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変
わ
り
始
め
た
部
活
動

今
か
ら
約
30
年
前
、窪
川
中
学
校
の
放
課
後
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
は
、野
球
部
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、サ
ッ
カ
ー

部
に
陸
上
部
、複
数
の
運
動
部
が
仲
間
と
共
に
汗
を
流

す
姿
が
あ
り
ま
し
た
。そ
し
て
、音
楽
室
か
ら
聞
こ
え

る
吹
奏
楽
部
の
メ
ロ
デ
ィ
。

し
か
し
今
、中
学
校
の
部
活
動
の
事
情
が
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。少
子
化
が
進
む
中
で
部
員
数

は
減
少
し
、各
学
校
単
独
で
の
大
会
出
場
が
難
し
い
部

活
動
も
増
え
、連
合
チ
ー
ム
や
休
部
と
い
っ
た
状
況
も

あ
り
ま
す
。ま
た
教
員
の
働
き
方
改
革
と
い
う
時
代
の

流
れ
も
あ
り
、学
校
や
教
員
だ
け
で
は
部
活
動
の
維
持

が
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
12
月
、ス
ポ
ー
ツ
庁
と
文
化
庁
は「
学
校

部
活
動
及
び
新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
在
り
方
等

に
関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
策
定
。令
和

５
年
度
よ
り
公
立
中
学
校
に
お
い
て
は
、学
校
の
教
員

が
担
っ
て
き
た
部
活
動
の
指
導
を
、地
域
の
団
体
や
個

人
が
指
導
で
き
る
体
制
へ
と
、地
域
へ「
移
行
」さ
せ
る

取
り
組
み
が
全
国
的
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

地
域
に
根
差
し
た
新
た
な
部
活
動
の
カ
タ
チ

四
万
十
町
で
も
令
和
５
年
度
か
ら「
四
万
十
町
部
活

動
推
進
委
員
会
」で
、学
校
関
係
者
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
な
ど
が
集
ま
り
、部
活
動
の
地
域
連
携
、地
域
移
行

を
含
め
た
新
た
な
運
営
方
法
を
協
議
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
実
情
や
競
技
の
専
門
性
も
異
な
る
た
め
、全

て
の
部
活
動
を
す
ぐ
に
地
域
へ
移
行
で
き
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。子
ど
も
た
ち
の
選
択
肢
を
狭
め
て
し
ま

わ
な
い
よ
う
、学
校
と
地
域
が
連
携
し
、地
域
の
人
材

や
資
源
を
有
効
に
活
用
し
た
新
た
な
部
活
動
の
運
営

体
制
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
見
え
始
め
て
い
ま
す
。

地
域
移
行
の
先
駆
け
「
水
泳
部
」

町
内
３
つ
の
中
学
校
で
最
も
生
徒
数
の

多
い
窪
川
中
学
校
に
は
、12
の
部
活
動
が

あ
り
ま
す
。そ
の
中
で
も
、卓
球
部
と
剣
道

部
で
は
、教
育
委
員
会
に
登
録
さ
れ
た「
部

活
動
外
部
指
導
員
」が
、放
課
後
や
休
日
に

子
ど
も
た
ち
の
部
活
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま

た
町
内
で
唯
一
、部
活
動
が
地
域
へ
移

行
さ
れ
た
の
が「
窪
川
中
学
校
水
泳
部
」で

す
。昨
年
度
、Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
運

営
す
る「
く
ぼ
か
わ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」へ
、

部
の
運
営
の
全
て
が
移
行
さ
れ
、地
域
ク
ラ

ブ
と
し
て
日
本
中
学
校
体
育
連
盟（
中
体

連
）に
申
請
し
活
動
し
て
い
ま
す
。水
泳
部

だ
っ
た
生
徒
は
、同
ク
ラ
ブ
に
登
録
し
て
い

る「
窪
川
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
」の
所
属
へ
。

練
習
で
は
窪
川
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の

屋
内
温
水
プ
ー
ル
を
利
用
し
、ス
イ
ミ
ン
グ

ク
ラ
ブ
の
プ
ロ
指
導
者
の
下
、小
学
生
か
ら

高
校
生
ま
で
が
一
貫
し
た
専
門
的
指
導
を

受
け
ら
れ
る
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
集

子
ど
も
た
ち
の
選
択
肢
が
広
が
る

「
地
域
移
行
」
の
カ
タ
チ
。

部活動の新しい

窪
川
中
学
校 学校から地域へ、広がる可能性

カタチ

　部員の減少、教員の負担増…。中学校の部活動が直面するさまざまな課題。
　「地域移行」という新たな動きは、部活動外部指導員の登用や地域クラブ活動、
他校との連合活動など、学校の枠を超え、地域で子どもたちをサポートする新しい
カタチを生みだしています。
　この変化は、子どもたちにどんな可能性をもたらしているのでしょうか。

竹内 浩子 さん
くぼかわスポーツクラブ

ひろこ

大塚 雫 さん剣道部
しずく

水泳を安心して続けられる環境ができた

経験者に練習を見てもらえてありがたい

　中学校、高校へ進学する際、その学校に水泳部がな
く、競技をやめてしまう生徒がいます。地域クラブになっ
たことで、ずっと水泳が続けられる環境が整ったことが
うれしいです。地域クラブの場合、もし他に陸上をしたい
子なら陸上部に入部することも可能なんです。子どもた
ちにとっては、選択肢が増えて素晴らしいことなんです
けど、指導者にとっては、一つの競技に専念してもらい
たいという思いもあり複雑ですけどね。

　小学２年生の時に剣道を始め、ずっと地域の指導者に
教わってきました。中学校に進学する時も、剣道部には
ちゃんと指導者がいることを事前に聞いていたので不
安はありませんでした。逆に稽古の厳しさへの不安の方
があったり…。でも地域の剣道経験者の方に、練習を見
てもらえる環境はありがたいです。
　基本稽古の時、自分の姿勢や打ち方を見て、一本取
れる打ち方などを教えてくれるのでありがたいです。

「
新
た
な
カ
タ
チ
」を
指
導
者
と
生
徒
は
ど
う
見
る
⁉
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